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お
知
ら
せ

　
令
和
元
年
10
月
１
日
か
ら
年
金
生
活
者

支
援
給
付
金
制
度
が
は
じ
ま
り
ま
す
。
給

付
の
該
当
者
に
は
年
金
機
構
か
ら
請
求
書

が
届
き
ま
す
の
で
、
必
要
事
項
を
記
入
の

う
え
、年
金
機
構
に
返
送
し
て
く
だ
さ
い
。

　
詳
し
く
は
『
給
付
専
用
ダ
イ
ヤ
ル
』
に

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
日
本
年
金
機
構

▼
給
付
専
用
ダ
イ
ヤ
ル

　

０
５
７
０
（
０
５
）
４
０
９
２

　

農
地
を
、
住
宅
や
工

場
・
農
業
倉
庫
を
建
設

す
る
な
ど
の
目
的
で
、

農
地
以
外
の
も
の
に
す

る
こ
と
を
農
地
転
用
と

い
い
ま
す
。

　
農
地
転
用
を
す
る
に
は
、
農
地
法
に
基

づ
く
申
請
が
必
要
と
な
り
、
農
業
委
員
会

の
定
例
総
会
で
許
可
・
不
許
可
が
判
断
さ

れ
ま
す
。

年
金
生
活
者
支
援
給
付
金

制
度
が
は
じ
ま
り
ま
す

農
地
転
用
に
は

許
可
が
必
要
で
す

　
計
画
の
内
容
に
よ
っ
て
は
転
用
で
き
な

い
農
地
や
、
許
可
に
あ
た
っ
て
他
法
令
の

許
認
可
が
必
要
に
な
る
場
合
も
あ
り
ま
す

の
で
、
農
地
転
用
を
計
画
さ
れ
る
際
は
事

前
に
農
業
委
員
会
へ
ご
相
談
い
た
だ
き
、

許
可
条
件
な
ど
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

問
農
業
委
員
会
事
務
局

　

（
２
５
）
８
５
１
３

　
市
内
で
は
ニ
ホ
ン
ジ
カ
や
イ
ノ
シ
シ
の

出
没
が
多
く
、
農
作
物
や
生
活
へ
の
被
害

が
発
生
し
て
い
ま
す
。

　
有
害
鳥
獣
の
個
体
数
を
適
正
に
管
理
す

る
た
め
、
狩
猟
期
間
中
に
一
斉
捕
獲
事
業

を
実
施
し
ま
す
。

　
こ
の
事
業
の
趣
旨
を
理
解
し
、
参
加
資

格
を
満
た
す
参
加
者
を
募
集
し
ま
す
。

事
業
実
施
期
間

　
11
月
１
日
㊎
〜
令
和
２
年
３
月
15
日
㊐

※�

予
定
頭
数
を
超
え
た
段
階
で
事
業
を
終

了
し
ま
す
。

▼
参
加
資
格

①�

令
和
元
年
度
に
滋
賀
県
で
狩
猟
者
登
録
を

し
た
方
で
、
高
島
市
に
住
所
の
あ
る
方

②�

鳥
獣
保
護
法
や
銃
刀
法
等
関
係
法
令
を

遵
守
し
、
捕
獲
後
は
適
正
に
処
分
で
き

る
方

③�

捕
獲
活
動
中
の
事
故
の
賠
償
の
た
め
、

３
千
万
円
以
上
の
賠
償
保
険
（
共
済
）

有
害
鳥
獣
一
斉
捕
獲

参
加
者
募
集

に
加
入
し
て
い
る
方

▼
報
償
費

　

参
加
者
に
は
、
捕
獲
し
た
鳥
獣
の
種

類
・
頭
数
に
よ
り
報
償
費
を
お
支
払
い
し

ま
す
。

締
10
月
15
日
㊋

　
申
込
方
法
や
詳
し
い
内
容
は
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
農
村
整
備
課　

（
２
５
）
８
５
２
９

　
滋
賀
県
最
低
賃
金
は
、
令
和
元
年
10
月
３

日
か
ら
、
１
時
間
８
６
６
円
に
な
り
ま
す
。

　
常
用
・
パ
ー
ト
な
ど
雇
用
形
態
を
問
わ

ず
、
県
内
の
事
業
所
に
雇
用
さ
れ
る
す
べ

て
の
労
働
者
に
適
用
さ
れ
ま
す
。（
特
定

の
産
業
に
は
特
定
（
産
業
別
）
最
低
賃
金

法
が
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。）

　
詳
し
く
は
お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

問
滋
賀
労
働
局
賃
金
室

　

０
７
７
（
５
２
２
）
６
６
５
４

　
市
内
に
お
住
ま
い
の
60
歳
以
上
で
働
く

意
欲
の
あ
る
方
、
仕
事
を
通
し
て
自
ら
の

生
き
が
い
を
み
つ
け
、
健
康
づ
く
り
・
仲

間
づ
く
り
を
し
ま
せ
ん
か
。

最
低
賃
金
改
定
の
お
知
ら
せ

高
島
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
入
会
説
明
会

有　
料　
広　
告

広告
募集広報誌 ■ 12 月号締切　10 月 25 日（金）

■掲載料　10,000 円 / １枠（28㎜× 85㎜）

ホームページ ■ 11 月掲載分締切　10 月 10 日（木）
■掲載料　１か月 10,000 円

詳しくは市のホームページをご覧ください

栗
お
こ
わ
　
心
の
こ
も
っ
た
　
お
裾
分

鳰
の
湖
　
い
に
し
え
の
す
が
た
　
沖
の
白
石

母
の
恩
　
娘
や
孫
に
　
返
す
日
々

孫
七
人
　
又
ね
又
ね
と
　
ハ
イ
タ
ッ
チ

生
き
が
い
と
　
思
っ
て
育
む
　
自
家
野
菜

コ
ウ
ノ
ト
リ
　
新
居
が
出
来
て
る
　
早は

よ
お
い
で

実
り
秋
　
百
姓
人
の
　
成
果
な
り

新
米
や
　
恵
み
の
味
覚
　
元
気
出
る

秋
晴
れ
に
　
老
い
も
若
き
も
　
ヨ
ー
イ
ド
ン
!!

枝
揺
ら
す
　
風
雨
に
耐
え
る
　
柿
畑

木
洩
れ
日
や
　
書
を
読
む
耳
に
　
虫
の
声

コ
ホ
ロ
ギ
の
　
啼な

く
音ね

も
あ
ま
り
　
聞
か
ず
な
り

幾
つ
で
も
　
女
で
す
も
の
　
恋
を
す
る

大
崎
の
　
桜
も
み
じ
や
　
秋
深
し

う
た
た
寝
に
　
朝
、
夜
ど
っ
ち
よ
　
今
は
五
時

『
生
き
て
る
か
』　
友
か
ら
届
く
　
秋
の
茄
子

消
費
税
　
何
を
始
末
し
　
暮
ら
す
や
ら

墓
参
り
　
婆
ち
ゃ
ん
そ
っ
と
　
紅
を
ひ
き

久
し
ぶ
り
　
滋
賀
が
朝
ド
ラ
　
応
え
ん
す

待
合
室
　
ど
ち
ら
が
病
い
か
　
老
い
ふ
た
り

岡
田　
芳
子
（
マ
・
沢
）

大
塚　
秀
男
（
安
・
川
島
）

大
辻
ト
ミ
子
（
朽
・
岩
瀬
）

藤
原　
光
枝
（
今
・
弘
川
）

谷
本
ま
さ
子
（
今
・
日
置
前
）

円
水　
静
枝
（
マ
・
山
中
）

上
原
す
み
江
（
新
・
太
田
）

坂
口
そ
の
江
（
マ
・
知
内
）

水
野　
初
美
（
マ
・
知
内
）

清
水　
　
茂
（
今
・
深
清
水
）

前
川　
安
正
（
新
・
太
田
）

萬
木　
梢
枝
（
安
・
横
江
浜
）

八
木　
若
水
（
高
・
鴨
）

松
本
せ
つ
子
（
マ
・
海
津
）

中
山
由
美
子
（
マ
・
森
西
）

丸
岡
亜
希
子
（
新
・
藁
園
）

久
保　
俊
明
（
高
・
拝
戸
）

平
野　
義
久
（
今
・
角
川
）

早
川
さ
ち
え
（
今
・
上
弘
部
）

霜
降　
里
子
（
新
・
藁
園
）

広報誌に写真・イラストを

掲載しませんか？

広報誌への感想を

お聞かせください。

●写真 /イラスト/感想コーナー

▼次回締切

10月２５日（金）
必着

▼掲載月

12月号

【郵　便】　〒 520-1592　高島市新旭町北畑５６５番地　高島市企画広報課あて
【メール】　kikaku@city.takashima.lg.jp
①住所②氏名③電話番号④コーナー名⑤作品または意見・感想を記載してください。

【留意事項】　 ▼応募は一人一点 ▼投稿物は返却不可 ▼添削有 ▼市民の方対象

　 　 　 　 　 　 ▼著作権など第三者の権利やプライバシーを侵害していないもの

申
し
込
み
先
は

こ
ち
ら

●みんなで５７５コーナー

ゴ
ー

スマートフォンや携帯電話など
からの応募も大歓迎！また、市
ホームページではカラーで掲載！

背
筋
を
伸
ば
し
て
お
気
に
入

り
靴
で
出
か
け
よ
〜
と
♪

（
今
・
今
津
）
頃
常　
芳
子

ち
ょ
っ
と
そ
こ
ま
で
♪

カ
メ
ラ
を
持
っ
て
秋
を
散
策
♪た

か
Ｐ

応募された作品の中から、編集部

で季節感やユーモアなどを基準に

選考し、20 作品を掲載します。

作
品
や
氏
名
に
は

必
ず
ふ
り
が
な
を
ふ
っ
て
ね
！
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方
電
話
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
メ
ー
ル

締
10
月
11
日
㊎

問
・
申
健
康
推
進
課

　

（
２
５
）
８
０
７
８

　

（
２
５
）
５
６
７
８

　

kyousitsu@
city.takashim

a.lg.jp

　
「
秋
」
を
イ
メ
ー
ジ
し
た
フ
ラ
ワ
ー
ア

レ
ン
ジ
メ
ン
ト
を
学
び
ま
す
。

時
10
月
19
日
㊏
13
時
30
分
〜
15
時

所
湖
西
総
合
在
宅
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

ほ
ろ
ん

対
市
内
在
住
で
障
害
者
手
帳
を
持
っ
て

プ
リ
ザ
ー
ブ
ド
フ
ラ
ワ
ー

教
室

い
る
方

定
先
着
15
人

￥
５
０
０
円

締
10
月
15
日
㊋

問
・
申
湖
西
総
合
在
宅
サ
ー
ビ
ス
セ
ン

タ
ー
ほ
ろ
ん　

（
２
２
）
４
０
４
１

　

高
島
市
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
に
よ
る

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
に
関
す
る
ア
ド
バ
イ
ス

や
、
健
康
推
進
員
に
よ
る
健
康
に
関
す
る

ア
ド
バ
イ
ス
も
行
い
ま
す
。

時
10
月
20
日
㊐
９
時
〜

　
※
８
時
30
分
受
付

里
湖
で
地
域
を
結
ぶ

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
（
第
６
回
）

所
ア
イ
リ
ッ
シ
ュ
パ
ー
ク
集
合

対
小
学
生
以
上

￥
１
０
０
円
（
保
険
料
）
※
当
日
徴
収

持
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
の
で
き
る
服
装
、
履

き
慣
れ
た
靴
、
お
茶
、
タ
オ
ル
、
各
自
必

要
な
物

※�

参
加
を
希
望
さ
れ
る
方
は
現
地
に
直
接

お
越
し
く
だ
さ
い
。
申
し
込
み
は
不
要

で
す
。

※�

雨
天
等
で
中
止
の
場
合
は
、
当
日
８
時

に
防
災
無
線
で
放
送
し
ま
す
。

問
市
民
ス
ポ
ー
ツ
課

　

（
２
５
）
８
５
６
０

　
ヘ
ル
パ
ー
な
ど
の
専
門
資
格
が
な
く
て

も
、
こ
の
講
座
を
お
受
け
い
た
だ
く
と
高

齢
者
の
生
活
支
援
が
で
き
ま
す
。
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
と
し
て
活
動
し
ま
せ
ん
か
？

時
10
月
24
日
㊍
10
時
〜
17
時

所
新
旭
公
民
館

対
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
興
味
の
あ
る
方　

生
活
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
講
座

定
25
人

締
10
月
17
日
㊍

問
・
申
Ｎ
Ｐ
Ｏ
元
気
な
仲
間
・
た
す
け
あ

い
高
島

　

（
３
３
）
７
８
０
５

　
ひ
き
こ
も
り
状
態
や
、
就
労
に
一
歩
を

踏
み
出
せ
な
い
若
者
へ
の
理
解
を
深
め
、

ど
の
よ
う
な
支
援
が
あ
る
の
か
を
学
び
ま

す
。

時
10
月
24
日
㊍
13
時
30
分
〜
15
時

所
新
旭
公
民
館

対
ひ
き
こ
も
り
状
態
の
方
を
支
え
る
ご

家
族

内
講
演　

若
者
の
就
労
支
援
〜
「
は
た

ら
き
」「
く
ら
し
」
を
応
援
し
ま
す
〜

講
師
：
湖
西
地
域
働
き
・
暮
ら
し
応
援
セ

ン
タ
ー　
所
長　
内
藤 

佑
介
さ
ん

方
氏
名
・
連
絡
先
を
お
知
ら
せ
く
だ
さ

い
。

問
・
申
子
ど
も
・
若
者
支
援
セ
ン
タ
ー

　 “

あ
す
く
る
高
島”

　

（
２
５
）
８
５
５
５

ひ
き
こ
も
り
家
族
学
習
会

《
マ
キ
ノ
・
今
津
地
域
》

　
時
10
月
９
日
㊌
９
時
30
分
〜

　
所
マ
キ
ノ
支
所

《
新
旭
・
朽
木
地
域
》

　
時
10
月
10
日
㊍
９
時
30
分
〜

　
所
新
旭
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー

　
　

 

ほ
お
じ
ろ
荘

《
安
曇
川
・
高
島
地
域
》

　
時
10
月
11
日
㊎
９
時
30
分
〜

　
所
高
島
支
所

問
・
申
公
益
社
団
法
人
高
島
市
シ
ル
バ
ー

人
材
セ
ン
タ
ー　

（
３
６
）
８
１
９
１

催
　
し

　
市
民
を
対
象
と
し
た
イ
ベ
ン
ト
情
報

な
ど
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
参
加

く
だ
さ
い
。
な
お
、
参
加
料
・
入
場
料
の

記
載
の
な
い
も
の
は
無
料
で
す
。

　
藤
樹
先
生
献
書
会
で
は
中
江
藤
樹
先
生

の
ご
聖
徳
を
敬
慕
し
、
書
の
上
達
を
祈
念

す
る
書
道
展
を
開
催
し
ま
す
。

時
９
月
29
日
㊐
〜
10
月
６
日
㊐

　

 

９
時
〜
17
時

所
藤
樹
の
里
文
化
芸
術
会
館

内
藤
樹
先
生
の
言
葉
を
課
題
と
し
て
い

第
36
回
藤
樹
先
生
書
道
展

る
全
国
で
も
珍
し
い
書
道
展
で
す
。

問
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
心
の
ふ
る
さ
と
書
道
会

（
駒
井
さ
ん
）

　

０
９
０
（
９
７
１
４
）
７
６
７
７

時
10
月
４
日
㊎
〜
６
日
㊐

所
安
曇
川
公
民
館

内
展
示
作
品
と
戦
争
を
語
り
継
ぐ
た
め

の
当
時
の
貴
重
な
資
料
を
募
集
し
て
い
ま

す
。
出
品
、
鑑
賞
と
も
無
料
で
す
。

　
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
平
和
の
た
め
の
美
術
展
・
戦
争
展
実

行
委
員
会　

（
２
８
）
０
２
１
３

《
高
島
市
後
援
事
業
》

　
滋
賀
県
立
障
害
者
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
職

員
の
方
に
楽
し
い
ゲ
ー
ム
や
軽
ス
ポ
ー
ツ

を
教
え
て
い
た
だ
き
ま
す
。
終
了
後
は
、

簡
単
な
昼
食
を
用
意
し
て
い
ま
す
の
で
、

食
べ
な
が
ら
楽
し
く
お
話
し
ま
し
ょ
う
。

時
10
月
12
日
㊏
10
時
〜
12
時

所
世
代
交
流
セ
ン
タ
ー

対
市
内
在
住
で
障
害
者
手
帳
を
持
っ
て

い
る
方

定
20
人
程
度

平
和
の
た
め
の

美
術
展
・
戦
争
展

レ
ク
リ
ェ
ー
シ
ョ
ン
ま
つ
り

締
10
月
８
日
㊋

問
・
申
湖
西
総
合
在
宅
サ
ー
ビ
ス
セ
ン

タ
ー
ほ
ろ
ん　

（
２
２
）
４
０
４
１

　
滋
賀
県
基
本
構
想
「
変
わ
る
滋
賀　
続
く

幸
せ
」
が
ス
タ
ー
ト
。
持
続
可
能
な
社
会
の

実
現
に
向
け
、
一
緒
に
考
え
ま
せ
ん
か
。

時
10
月
18
日
㊎
15
時
〜
18
時

所
新
旭
公
民
館

定
先
着
30
人

締
10
月
15
日
㊋

方
し
が
ネ
ッ
ト
受
付
サ
ー
ビ
ス
ま
た
は

直
接
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　
開
催
概
要
な
ど
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

滋
賀
×
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
交
流
会

２
０
３
０
年
の
滋
賀
と
私
を
考
え
る
会
議

問
・
申
滋
賀
県
企
画
調
整
課

　

０
７
７
（
５
２
８
）
３
３
１
２　

　

kikaku02@
pref.shiga.lg.jp

　
森
の
中
で
四
季
折
々
の
風
、
音
、
香
り

を
感
じ
、
あ
わ
た
だ
し
い
日
常
か
ら
心
と

体
を
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
し
ま
し
ょ
う
。
森
の

案
内
人
と
セ
ラ
ピ
ー
ロ
ー
ド
を
散
策
し
な

が
ら
楽
し
く
体
を
動
か
し
ま
し
ょ
う
。

時
10
月
18
日
㊎
９
時
〜
13
時
頃

　
※
９
時
受
付

所
マ
キ
ノ
高
原

対
18
歳
以
上

定
先
着
35
人

￥
５
０
０
円
（
昼
食
代
）

健
康
推
進
員
と
一
緒
に

心
と
体
も
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
！

　昔と今の子育ての違いから、戸
惑いを感じている祖父母の方が多
くなっています。自信を持って、
楽しみながらお孫さんと接してい
ただくための心得を助産師の先生
と一緒に考えましょう。
講師：助産師　伊藤　あさゑさん
時10 月 13 日㊐
　 10 時 30 分〜 12 時
所安曇川公民館
対お孫さんがいる方、
　 子育てに関心のある方
定30 人
締10 月 11 日㊎
問・申社会教育課
　 （２５）８５６１

「地域で、家族で
Happy 孫育て」講座

「この町を記録した人たち
　湖西編・高島民具クラブが

届ける町の宝石〜」

　昭和の町を記録した“人たち”の映
像を、この町は面白い！と現在活動さ
れている“人たち”と上映します。皆
さん一緒に昭和の町へ時間旅行《タイ
ムトラベル》してみませんか？
時10 月 19 日㊏
　 14 時 30 分〜 16 時
所白湖（はこ）（高島市勝野 1229）
定25 人
※満席の場合、入場制限あり
問おうみ映像ラボ
　 ０８０（９６０３）５６８０

《高島市後援事業》

映像上映会
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相　談 日　時 場　所 内　容

高島こころのつえ
相談室
問高島市社会福祉協議会
（３６）８２２０

毎週水・木曜日
　13 時〜 17 時
※祝日を除く

ー
（電話相談）

　誰かに話を聴いてほしいと感じたら、ぜひお電話
ください。人には話せない悩みのある方々に、もう
一度笑顔を取り戻すお手伝いができたらと思います。
相談専用　 ０１２０（８７４）７５６

子育て・縁結び
相談窓口
問たかしま結びと育ちの応援団
（３３）７７５８

毎週火〜土曜日
　10 時〜 17 時　

たかしま結びと
育ちの応援団事
務所（今津幼稚
園２階）

【子育て相談窓口】
　地域の身近な相談窓口としてお気軽にお立ち寄り
ください。子育てに関する相談をお聞きし、必要な
支援につなぎます。
【縁結び相談窓口】
　結婚についての相談・出会いのお手伝いをします。
※お越しになる際にはご連絡ください。

女性のための相談室
問 働く女性の家
（２２）４０５２

10 月２日㊌・
16 ㊌・19 日㊏
13 時 30 分
　〜 16 時 20 分
※相談時間は一人 50 分

働く女性の家

　自分に自信がない。不安に思うことありません
か？市外から女性カウンセラーを迎え、あなたに
あった解決策を一緒に探します。
▼申込方法　事前予約をしてください。

暮らしの
無料相談会
問 滋賀県
　 行政書士会高島支部
（３４）０３４６

10 月６日㊐
　13 時〜 16 時 新旭公民館

　「暮らしの困りごと」を行政書士に聞いてみましょ
う。遺言・相続の手続き、契約書、内容証明書の作成、
各種許認可など暮らしと役所の諸手続きについて行
政書士がお答えします。

特設人権なんでも
相談所
問 人権施策課
（２５）８５２４

10 月９日㊌
　13 時 30 分
　　〜 16 時

市役所新館
　１階会議室

　毎日の生活の中で、差別やいじめなど、人権に関
わる問題で悩んでいませんか？ひとりで悩まずに人
権擁護委員にご相談ください。
　予約は不要です。

税理士による無料
税務相談会
問 今津納税協会
（２５）７７１１

10 月 17 日㊍
　13 時 30 分
　　〜 16 時 30 分

高島市商工会
北部センター

　相続や生前贈与にかかる税金の相談から、消費税
申告に関する悩み、商売を始めたときの税に関する
手続きなどお気軽にご相談ください。
▼申込方法　事前予約をしてください。

高島行政
なんでも相談所
問 市民課
（２５）８０１８

10 月 18 日㊎
　13 時 30 分
　　〜 16 時

働く女性の家

　行政に関わる相談をお受けします。
参加団体：滋賀県、高島市、司法書士会、税理士、
行政書士会、行政相談委員、滋賀行政監視行政相談
センター

空き家活用相談会
問 高島市空き家活用促進協議会
　（市民協働課内）
（２５）８５２６

10 月 19 日㊏
　10 時〜 12 時 市役所本館

　市内への若者の移住・定住を進めるため、空き家
の所有者がその活用を気軽に相談できる場として、
空き家活用相談会を開催します。
　※ご予約をいただいた方を優先します。

一日年金相談所
問 保険年金課
（２５）８１３７

10 月 24 日㊍
　10 時〜 16 時 安曇川公民館

▼申込方法　事前予約をしてください。
　大津年金事務所	 ０７７（５２１）１１８４	
平日８時 30 分〜 17 時
※この電話では予約以外のご用件はお受けできません。
※�予約受付は、定員になり次第、締め切らせていた

だきます。

相　談（秘密厳守・相談無料）
　
孔
子
の
言
行
録
「
論
語
」
を
読
み
解
く

こ
と
に
よ
り
、
日
常
生
活
を
見
つ
め
な
お

し
て
み
ま
せ
ん
か
。

時
10
月
26
日
㊏
、11
月
２
日
㊏
、９
日
㊏
、

12
月
７
日
㊏
、
14
日
㊏
15
時
30
分
〜
17
時

（
計
５
回
）

所
近
江
聖
人
中
江
藤
樹
記
念
館

対
市
内
在
住
ま
た
は
通
勤
・
通
学
の
高

校
生
以
上
の
方

定
20
人

￥
１
，５
０
０
円

締
10
月
18
日
㊎

講
師
：
元
高
等
学
校
教
諭 

駒
井 

清
行
さ
ん

方
各
支
所
や
公
民
館
、
図
書
館
に
置
い

て
い
る
申
込
用
紙
で
お
申
し
込
み
く
だ

「
論
語
」
入
門
講
座

さ
い
。

問
・
申
近
江
聖
人
中
江
藤
樹
記
念
館

　

（
３
２
）
０
３
３
０　

　
障
が
い
の
あ
る
方
を
対
象
に
パ
ソ
コ
ン

教
室
を
開
催
し
ま
す
。
パ
ソ
コ
ン
操
作
を

学
び
、
パ
ソ
コ
ン
の
お
も
し
ろ
さ
を
見
つ

け
て
み
ま
せ
ん
か
。

時
10
月
28
日
㊊
〜
12
月
９
日
㊊
の
毎
週

月
曜
日
（
11
月
４
日
㊊
は
除
く
）
全
６
回 

10
時
〜
12
時

所
旧
ほ
ろ
ん

　
（
今
津
町
桜
町
二
丁
目
３
ー
11
）

対
市
内
在
住
の
障
害
者
手
帳
を
持
っ
て

い
る
方 障

が
い
者
パ
ソ
コ
ン
教
室

定
６
人

締
10
月
10
日
㊍

問
・
申
湖
西
総
合
在
宅
サ
ー
ビ
ス
セ
ン

タ
ー
ほ
ろ
ん

　

　
（
２
２
）
４
０
４
１

　

森
で
ゆ
っ
た
り
と
し
た
時
間
を
過
ご

し
、
日
ご
ろ
の
疲
れ
を
癒
し
ま
せ
ん
か
。

五
感
で
森
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
い
っ
ぱ
い
感

じ
て
、
心
身
と
も
に
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
し
ま

し
ょ
う
。

時
10
月
29
日
㊋
９
時
30
分
〜
12
時

所
ビ
ラ
デ
ス
ト
今
津

内
森
の
中
を
歩
き
な
が
ら
、
呼
吸
法
や

リ
ラ
ク
ゼ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
の
プ
ロ
グ
ラ
ム

を
行
い
ま
す
。
全
長
約
２
㎞
。

対
18
歳
以
上

定
先
着
15
人

￥
１
，
０
０
０
円
（
保
険
代
を
含
む
）

方
電
話
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
メ
ー
ル

締
10
月
25
日
㊎

問
・
申
高
島
市
び
わ
こ
水
源
の
森
活
用
委

員
会
（
森
林
水
産
課
内
）

　

（
２
５
）
８
５
１
２

　

（
２
５
）
８
５
１
９

　

shinrin@
city.takashim

a.lg.jp

森
林
セ
ラ
ピ
ー
で
心
も
身
体

も
い
き
い
き
健
康
に

　
高
齢
に
な
っ
て
も
住
み
慣
れ
た
地
域
で

自
分
ら
し
い
生
活
を
送
る
こ
と
が
で
き
る

よ
う
、
健
康
維
持
や
筋
力
ア
ッ
プ
を
目
的

と
し
た
高
齢
者
向
け
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
教

室
を
開
催
し
ま
す
。

時	【
北
部
会
場
】

	

　
10
月
〜
３
月
の
火
曜
日
（
全
12
回
）

	

【
南
部
会
場
】

	

　
10
月
〜
１
月
の
木
曜
日
（
全
12
回
）

所	【
北
部
会
場
】

	

　
今
津
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー

	

【
南
部
会
場
】

	

　
高
島
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー

対
市
内
在
住
の
65
歳
以
上
の
方
で
、
要

介
護
・
要
支
援
認
定
を
受
け
て
い
な
い
方

定
各
会
場
先
着
15
人

問
・
申

【
北
部
会
場
】今
津
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー

　

（
２
２
）
６
７
７
８

【
南
部
会
場
】高
島
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー

　

（
３
６
）
１
３
７
０ 

「
介
護
予
防
カ
レ
ッ
ジ
」

参
加
者
募
集

　各学部の児童・生徒やＰＴＡな
どの発表や作品展示、販売活動を
行います。
時10 月 26 日㊏９時 50 分〜
所新旭養護学校
問滋賀県立新旭養護学校
　 （２５）６８１０

第23回
新旭養護学校

文化祭
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たかしま
の

人の動き 窓口だより
令和元年８月１日から８月31日までの届け出分（敬称略）

お誕生おめでとう！（出生）

謹んでお悔やみ申し上げます（死亡）

本ページの掲載情報は、了解をいただいた方のみ掲載しています。
「お誕生おめでとう」のコーナーは、個人情報保護の観点から「生年月日」と「ところ」
を省略させていただきます。

●バーコードが印刷された納付書は、コンビニでも納付できます。
●窓口延長業務（午後７時まで）を行っています。

月 市役所本庁　木 安曇川支所・今津支所

・�納期限までに納めましょう。納期限までに納付されない
場合は、督促手数料や延滞金が加算されます。

・口座振替の方は預貯金残高の確認をお願いします。
・�税金や各種料金のお支払いには、納め忘れのない口座振

替が便利です。

湖西地域の文化情報

10月 納付のお知らせ
項　　　　目 期　別 納期限

市・ 県 民 税（ 普 通 徴 収 ）第３期

10月31日
国民健康保険税（普通徴収）第７期
介 護 保 険 料（ 普 通 徴 収 ）第７期
後期高齢者医療保険料（普通徴収）第４期
水道料金（８月～９月使用分）10月期

●人　口……………… 48,363人
・前月人口… … 48,441人　（ー 78）
・前年人口… … 49,175人　（ー812）
男… ………… 23,670人　
女… ………… 24,693人　

●世帯数…………… 20,460世帯

人の動き（人口と世帯）
令和元年８月末現在

氏　　名 性別年齢 ところ
マキノ

今　津

氏　　名 性別年齢 ところ
新　旭

安曇川

氏　　名 性別年齢 ところ

高　島

　朽　木

氏　　名 性　別
マキノ

今　津

新　旭

氏　　名 性　別

安曇川

氏　　名 性　別

高　島

昭和のうた♪
ピアノ弾き語りコンサート
　音楽療法士、岡本仁司氏によるピア
ノ弾き語りコンサート。今回は、「恋
をしましょう」をテーマに、懐かしい
メロディーを楽しいおしゃべりととも
にお送りします。
問藤樹の里文化芸術会館  （３２）２４６１

藤樹の里文化芸術会館

10/10木
13時30分開演

全席自由
無料

泉の会 第42回定期演奏会
Bouquet de Musique
　クラシック音楽を中心とした演奏会です。
　今回はショパン、ベートーヴェン、
グラナドス他のピアノ演奏や、プッ
チーニ、山田耕筰他の独唱等、沢山の
名曲をお送りします。
問泉の会（長野）  （３６）２３９２

ガリバーホール

10/20日
13時30分開場

14時開演
全席自由

無料

ガリバージュニア音楽祭２０１９
〜はばたけ！湖西のこどもたち〜
　高島市を拠点に活
躍する、青少年の音
楽団体による合同演
奏会です。
▼出演　高島少年少
女合唱団、安曇川児童合唱団、マキノ
少年少女合唱団、高島中学校吹奏楽部、
安曇川中学校吹奏楽部、湖西中学校吹
奏楽部、今津中学校吹奏楽部
問ガリバーホール  （３６）０２１９

ガリバーホール

10/6日
13時開場

13時30分開演
全席自由

料金
一律500円

文化情報
♪♪

「鵜川四十八躰石仏」
木炭画作品展〜仏頭を描
きながら見えてきたもの
学んできたもの〜平川克治

玲風会日本画教室
　　安曇川グループ展
河邊和子、白井美夏、古堅亜希子、
山川恒雄
問安曇川町田中426 （３２）０１５０

ギャラリー 藤乃井

10/4金
〜9水

10/25金
〜30水
10時〜16時

無　休 鑑 賞 無 料

第80回高島市美術協会展
　高島市美術協会では「第 80 回高島市美術協会展」
を開催します。「平面」「立体」「工芸」「写真」「書」の
会員作品を展示します。
▼日時　10 月 20 日日〜 27 日日
　　　　9 時〜 17 時　※最終日は 16 時まで
▼場所　藤樹の里文化芸術会館
▼料金　無料
問高島市美術協会事務局（馬場）  （３２）０１８１

【企画展】
高島考古名宝展
　市内で発見されている考古遺物の名
宝の数々を紹介します。
【常設展示】
高島の歴史と風土に出会える
問高島歴史民俗資料館  （３６）１５５３

高島歴史民俗資料館
開催中〜
12/22日
９時〜16時30分
月・火・祝日
休 入館無料

◆朽木資料館およびマキノ資料館の見学には予約が必要です。見
学を希望される場合は高島歴史民俗資料館へお申込みください。

“永島正人クレパス画展”
Ｉｎカフェコーズィ

＊最終日14 日月のみ10 時〜16 時

“色とあそび手織り展”
　西田　昌江

＊最終日 21日月のみ10 時〜16 時
問今津町舟橋2-8-10　 （２２）１４１４

ギャラリー Cafe Cozy

10/2水
〜14月

10/16水
〜21月

10時〜22時
火・休 鑑 賞 無 料

　高島市文化ホールでは、市民の皆さんからご提
案いただいた事業を、共催事業として市民団体と
協働で実施しています。令和２年度事業としてご
提案がある場合には、10 月 31 日（木）までに
当館あて提案書をご提出ください。事業採択には
条件があります。お気軽にお問い合わせください。
問藤樹の里文化芸術会館  （３２）２４６１

令和２年度 高島市文化の支援事業
（市民提案型共催事業）の募集について
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古紙パルプ配合率70%再生紙を使用。

問
文
化
財
課　

（
２
５
）
８
５
５
９

高
島
の
く
ら
し
と
民
具

　
内
湖
で
使
わ
れ
た
揚
水
道
具

乙
女
ヶ
池
に
面
す
る
打
下
区
で
は
、

内
湖
か
ら
水
を
揚
げ
る
た
め
に
、「
タ

ニ
シ
」
ま
た
は
「
サ
ザ
エ
」
と
呼
ば
れ

る
木
製
の
道
具
が
用
い
ら
れ
て
き
ま
し

た
。
こ
れ
は
一
般
的
に
は
竜り

ゅ
う
び
し
ゃ

尾
車
と
呼

ば
れ
る
民
具
で
、
長
さ
約
４
ｍ
、
直
径

約
35
㎝
の
桶
状
の
筒
内
側
が
、
ら
せ
ん

状
に
な
っ
た
も
の
で
す
。
こ
れ
を
回
し

て
低
い
水
面
か
ら
、
よ
り
高
い
耕
地
へ

と
水
を
揚
げ
る
ポ
ン
プ
と
し
て
利
用
さ

れ
て
い
ま
し
た
。
打
下
区
で
は
、
そ
の

形
態
か
ら
「
タ
ニ
シ
」
と
呼
ば
れ
る
こ

と
が
多
か
っ
た
と
伝
わ
り
、
昭
和
30
年

代
ま
で
は
、
乙
女
ヶ
池
の
沿
岸
の
複
数

の
家
で
使
わ
れ
て
い
ま
し
た
。

　
起
源
と
伝
来

竜
尾
車
の
技
術
は
、
西
洋
の
「
ア

ル
キ
メ
デ
ス
ポ
ン
プ
」
を
起
源
と
し
、

室
町
時
代
末
期
に
日
本
へ
伝
わ
っ
た
と

さ
れ
て
い
ま
す
。
農
業
用
の
道
具
と
し

て
は
、
近
畿
の
一
部
で
使
用
さ
れ
た
だ

け
で
、
全
国
的
に
普
及
す
る
こ
と
は
あ

り
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
の
竜
尾
車
の
初

期
導
入
地
の
一
つ
が
高
島
郡
（
現
高
島

市
）
で
、
市
内
に
複
数
存
在
し
た
内
湖

の
沿
岸
で
用
い
ら
れ
て
い
た
と
い
わ
れ

て
い
ま
す
。

　
滋
賀
県
内
で
は
、
堅
田
で
製
造
が
始

ま
り
、
江
戸
時
代
末
頃
に
、
高
島
郡
マ

キ
ノ
町
の
桶
屋
が
そ
の
技
術
を
習
得

し
、
海
津
で
製
作
が
始
め
ら
れ
た
と
い

わ
れ
て
い
ま
す
。

高
島
民
具
ク
ラ
ブ
が
昭
和
50
年
代

に
打
下
区
で
行
っ
た
聞
き
取
り
で
は
、

「
タ
ニ
シ
」
を
実
際
に
使
っ
た
こ
と
の

あ
る
、
明
治
35
年
生
ま
れ
の
人
が
回
答

を
し
て
い
ま
す
。
そ
れ
に
よ
る
と
「
タ

ニ
シ
」
は
他
の
揚
水
道
具
よ
り
も
早

く
水
揚
げ
が
で
き
る
便
利
な
道
具
で
、

約
３
０
０
０
回
ま
わ
す
と
一
反
（
約

１
０
０
０
㎡
）
の
水
田
に
水
が
揚
が
り

ま
し
た
。
ま
た
、
こ
れ
を
回
転
さ
せ
る

の
は
学
校
帰
り
の
子
ど
も
の
仕
事
だ
っ

た
と
い
う
こ
と
で
す
。

そ
の
他
の
揚
水
道
具

　
打
下
区
で
は
、「
タ
ニ
シ
」
の
他
に

「
ジ
ュ
ウ
ゴ
シ
」
ま
た
は
「
竜り

ゅ
う
こ
つ
し
ゃ

骨
車
」

と
呼
ば
れ
る
揚
水
道
具
も
使
わ
れ
て
い

ま
し
た
。
こ
れ
は
、
近
江
八
幡
で
多
く

使
わ
れ
て
い
た
こ
と
か
ら
、
恐
ら
く
近

江
八
幡
で
購
入
し
て
、
使
わ
れ
て
い
た

も
の
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
う
し
た
、
今
で
は
見
る
こ
と
の
な

い
高
島
の
昔
の
く
ら
し
を
伝
え
る
貴
重

な
民
具
を
紹
介
す
る
特
別
展
を
開
催
し

ま
す
。
皆
さ
ん
、
ぜ
ひ
ご
来
場
く
だ
さ

い
。

　会　場｜藤樹の里文化芸術会館　展示室１
　期　間｜ 10 月 31 日（木）〜 11 月 10 日（日）
　　　　　　※ 11 月 5 日（火）は休館
　時　間｜ 9時〜16時30分（最終日は15時30分まで）

●秋季特別展「高島のくらしと民具」

　日　時｜11 月２日（土）13 時 30 分〜 16 時
　講　師｜辻川 智代さん（琵琶湖博物館特別研究員）
　参加費｜２００円（材料費）

◆特別展関連体験講座
　はた織り体験＆スカリ（紐編み運搬具）作り

「タニシ」と呼ばれる揚水道具

スカリ

　10 月は市内でたくさんの
イベントが開催されます。
　なかでも、ピックランドを

主会場に開催される「びわ湖高島栗マ
ラソン」は、撮り応え十分なスポーツ
イベントです！広角レンズで豊かな自
然の中を疾走するランナーを撮るもよ
し、望遠レンズで快走するランナーた
ちの表情を撮るもよしと無限にイメー
ジが膨らみます！
　当日「高島市」の腕章をしたカメラ
職員を見かけたら、全力でお気に入り
のポーズをお願いしますね♪ (YO）
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